
港湾統計調査票の手入力を減らし負担軽減を図ります！

NACCSの情報をサイバーポート
（調査・統計）連携する事により、
一度NACCSで申請した情報を再度
入力する手間が省けます。

ワンスオンリー

調査票の入力情報の事前登録や自動
計算・自動変換をすることにより、
誤記・表記ゆれを防ぎ、入力の手間
が省けます。

自動入力・変換

サイバーポート（調査・統計）
に関するご案内

～サイバーポート（調査・統計）は
2024年1月から利用できます～

サイバーポート（調査・統計）概念図

船名
総トン数 国籍

航路名 用途

ポルトランド
セメント

化学工業品

①船名を入力すると他の船舶情報も自動入力

②着岸・離岸時間より係留時間を自動計算

着岸時刻

離岸時刻
係留時間

③詳細な品名より港湾統計の品種へ自動変換
90%自動入力

手入力

21項目

NACCSデータ連携機能で自動入力される
入力項目数（コンテナ船）

10%

ワンスオンリーの実現

入力支援による統計の正確性向上

チェック・

集計自動化

様々な提出方法の取込/

一元管理

報告者

NACCS

一元管理

都道府県 国

自動集計・

提出・確認

報告者

従来の

提出手段

画面入力

サイバーポート（調査・統計）

連携

疑義照会・確認疑義照会・確認

エラーチェック

関東地方整備局 撮影

報告者の皆様へ



民間事業者Aさん
NACCSデータ連携について、
船舶情報などが自動で入力
され、効率的で時短になっ
て良い。

民間事業者Bさん
船舶や港湾の情報等が
データで登録されている
ため、Excelで作成してい
た電子調査票と比較して、
コードを検索する手間が
削減された。

民間事業者Cさん
調査票の郵送にかかる手間や費用が不要になることに加え、印刷し
た資料の保管スペースも不要になった。

サイバーポート（調査・統計）は無料でご利用いただけます

国土交通省港湾局サイバーポート推進室
電話番号：03-5253-8660

サイバーポート（調査・統計）にて調査票を提出した報告者の声

サイバーポート（調査・統計）を使用した効果・メリット

サイバーポート（調査・統計）を使用したことでモデル事業者において

調査票作成時間が最大53％削減

システムは操作しやすいか
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出典：サイバーポート（港湾管理分野）業務量調査（実証期間：令和５年１月～２月）

https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_00002.html#02国土交通省ホームページ

出典：サイバーポート（港湾管理分野）実証後アンケート（実証期間：令和５年１月～２月）
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効果が確認された事業者におけるシステム導入前後の作業時間の変化（甲種港湾 調査票 1 行あたり）


